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第９回オープンホスピタル開催

＝医療職をめざす方へ＝

令和元年８月８日（木）当院において、柏崎市内通学の高校生対象

のボランティア体験と病院見学会「第９回オープンホスピタル」を開催

しました。今年は市内５校の高等学校から、午前午後合わせて総勢

２５名の生徒さんが参加しました。

患者様との交流体験と病院の各職場見学を通して、医療・福祉の

仕事やボランティア活動に興味のある生徒さんが将来の進路を検討

する上で役立てていただくことを目的とし、毎年夏休みの期間に企画

しています。

※患者様の写真掲載にあたり、本人もしくは家族の了解を得ています

難病ディケア患者さんとの
ふれあい体験

各部門の現場見学と体験

重症心身障害病棟患者さん
とのふれあい体験

通所たんぽぽの患者さんと
のふれあい体験

意見交換会で…

毎年会えて良かった。また来てほしい。
特に、千昌夫の「北国」が良かった。
４病棟 患者 A様より

伊藤すなほさんほか４名様へ
今年も新潟病院に来て「ものまねコンサート」を開いて
いただき、ありがとうございました。あっという間でした
が、楽しいひと時を過ごすことができました。
今年もまたマイクを向けられて、緊張しましたが嬉しか
ったです。もうすっかりおなじみの顔になってしまったよ
うですね。来年もお願いします。参加したら、またマイク
を向けられるかしら・・・ドキドキです。来年また元気な
姿でお目にかかれる日を楽しみにしています。
5病棟 患者 B様より

今年で四回目となる「ものまねコンサート」は私の中では一年の計画に
組み込まれていて、一年分の笑いをここでするくらいに楽しいイベント
です。
歌・イントロクイズ・紙芝居・ものまねのエンターテナーを楽しみ、中でも
伊藤すなほさんのマシンガントークに圧巻しパワーを頂きました。
午後の楽しいひと時をありがとうございました。
６病棟 患者 C様より

朗読劇が難しかった。演者と交流できて楽しかった。また同じような
コンサートがあれば参加してみたい。
７病棟 患者 D様より



ボランティア募集
問い合わせ先 (担当 石井 瀧澤）
新潟病院ボランティア委員会

電話 ０２５７－２２－２１２６（代）
ＦＡＸ ０２５７－２４－９８１２

E-mail takizawa.keigo.bp@mail.hosp.go.jp (医療連携相談室・瀧澤）
225-ryouikusidousitu@mail.hosp.go.jp（療育指導室・石井）

こうした演奏活動以外の内容でもボランティアとして来院してくださる団体・個人の方、大歓迎
です。是非下記までご連絡下さいますようお願いいたします。

令和元年10月1６日（水）
『ボランティア感謝の集い』および『オータム
コンサート』を開催しました。

患者さんのサークル活動等でお世話になっ
ているボランティアの皆様に感謝の気持ち
を込めて感謝状の授与を行いました。

今回参加した1６名のボランティアの皆様と
記念撮影

神秘的な空間を味わえて、癒されました
７病棟 患者 G様より大きい魚と白くまが泳いでいて、きれいだった。小さい時、

バスで水族館へは行ったことがあるけれど、病院の中に
水族園が来てくれてすごかった。
そこへ行けてうれしかった。
４病棟 患者 E様より

恒例となったオータムコンサートですが、いつものお二人に加え、今年はホルンの女性奏者
が駆けつけてくれました。
「だんだん小さく」は、クラリネット演奏中に楽器を下から分解してだんだん小さくなるという
曲で、楽しくとても盛り上がりました。
ホルンでは右手をベルの中に入れ塞ぐ奏法の紹介が興味深かったです。
プロの演奏の音色にうっとりと聞きほれたひとときでした。
６病棟 患者 J様より

曲目が良かった。いつもの年より、
なじみのある曲が多く良かった。
７病棟 患者 K様より

水族館で思い出すのは、幼いころ見たアメフラシ。
7月にゆめ水族園が病院に来ると聞きワクワクして、その日を迎えた。
電動車いすは暗転の中へ吸い込まれ、そこで繰り広げられるプロジェクター
の投影による水の世界。泳いだことを知らない私にとって、アメフラシにでも
なったかのような目線で見る世界から、いろいろ想像が膨らみとっても楽し
かった。
こういう機会を体感でき、長い入院生活に夢と希望を与えてもらった、
「ゆめ水族園」へありがとう。
６病棟 患者 H様より

ゆめ水族園の金魚やさかながとてもかわいかったです。
プレイコーナーでも見たけれど、療育室で見た方が良か
った。来年も来てください。
５病棟 患者 F様より


